
2019年（平成31年）３月号特集3 かごしま市民のひろば

チェストー！

鹿児島玉龍中２年
加藤 碧

あおい
さん

広報ボランティア
吉田 友絵さん

天神おつきやぴらも～るで
開催したストリート陸上
in Kagoshima

PRブースで
来場者を
もてなしました

魅力の詰まった
のぼり旗が完成♪

その土地の
方言や名物を調べて
思い思いに描きました

市実行委員会
ホームページ

花
で
か
ご
し
ま
を

い
っ
ぱ
い
に

美
し
い
街
へ

選
手
ら
を
迎
え
よ
う

万
全
の
競
技
施
設
で

全
力
プ
レ
ー
を

広報ボランティアが
カウントダウンイベントで
初のPR活動を行いました

各都道府県の応援のぼり旗を
市内の小・中学生が
作りました

おもてなしで
国体・大会を盛り上げよう

市
民
と

　
　

    

と
も
に

里
山
で
春
を
つ
か
ま
え
て

　
寒
さ
が
少
し
ず
つ
和
ら
い
で
き
ま
し
た
。
温
か
な

日
差
し
に
誘
わ
れ
て
郊
外
に
出
か
け
て
み
る
と
、
里

山
の
景
色
が
、
早
春
の
訪
れ
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
野
も
山
も
、
草
木
の
芽
が
ふ
く
ら
ん
で
淡
い
緑
色

に
彩
ら
れ
、
田
畑
に
咲
く
菜
の
花
や
レ
ン
ゲ
の
花
に

心
が
和
み
ま
す
。

　
里
山
の
春
を
身
近
に
満
喫
で
き
る
の
が
、
喜
入
地

域
に
あ
る
都
市
と
農
村
の
交
流
拠
点
「
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ー
ム
」
で
す
。
眺
望
の
よ
い
広
大
な
敷
地
で

は
、
も
う
す
ぐ
園
内
外
の
約
千
本
の
桜
が
見
頃
を
迎

え
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
体
験
や
採
れ
た
て
の
野
菜
を

使
っ
た
料
理
づ
く
り
で
、
旬
の
恵
み
を
た
っ
ぷ
り
と

味
わ
え
る
の
も
楽
し
み
で
す
。

　
こ
の
春
か
ら
は
、
本
市
初
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
企
画
す
る
催
し
も

始
ま
り
ま
す
。
昔
な
が
ら
の
田
園
風
景
の
中
を
散
策

し
、
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
た
お
弁
当
を
食
べ
ら
れ

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
、
全
国
で
も
い
ち
早

い
鹿
児
島
茶
の
茶
摘
み
の
体
験
な
ど
、
地
域
の
魅
力

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
慌
し
い
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
里
山
の
の
ど
か
な
春

の
一
日
を
、
ぜ
ひ
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

　本市を訪れる人たちを心のこもったおもて
なしで歓迎しようと、市民の皆さんと一緒に
なってさまざまな取り組みを進めています。

　全国から訪れる選手を応援するのぼり旗を、市内の小・
中学校で分担して制作しました。リハーサル大会や来年の
本大会で各会場に飾って盛り上げていきます。

　競技会場や街並みを花で彩る
ため、市民の皆さんと育成に取
り組んでいます。

　企業や町内会などの皆さんと
一緒に街を美しくする「クリー
ンアップ運動」を行っています。

　選手が最高のパフォーマンスを
発揮できるよう、国体・大会に向
け東開庭球場などを整備中です。

あなたも一緒に支えませんか
　初めての人も、１日だけの参加でも大丈夫です。
　詳しくは市実行委員会ホームページへ。

　来場者へ声掛けし、応援メッセージ
を書いてもらいました。初めて一緒に
活動する人とも思いを一つにして楽し
むことができました。来年に向けてボ
ランティアの輪を広めていき、私自身
も心に残る大会にしたいです。

　鹿児島玉龍中学校は、和歌山県など
の応援のぼり旗を担当しました。多彩
なキャラクターを描き、カラフルに仕
上げました。選手たちがこの旗を見て
地元を思い出し、力を発揮してくれた
らうれしいです。

東開庭球場イメージ図


